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岡 事 指 第 ７６５号  

平成２８年９月２６日 

 

各 介護保険施設・介護サービス事業所 管理者 様  

  

岡山市保健福祉局事業者指導課長 

 

介護保険施設等における利用者の安全確保及び非常災害時の体制整備の 

強化・徹底について 

 

８月３１日に、岩手県下閉伊郡岩泉町の認知症高齢者グループホームにおいて、台風第

１０号に伴う暴風及び豪雨による災害発生により多数の利用者が亡くなるという痛ましい被

害がありました。 

このたび、今回の被害の状況を踏まえて特に留意すべき事項について、厚生労働省から

周知依頼の通知がありました（岡山市事業者指導課HP掲載。下記URL参照。）。 

各施設等におかれましては、情報の把握及び避難の判断や非常災害対策計画の策定及

び避難訓練に関する別添のチェック表に沿って自主点検をしていただき、非常災害時の対

応について、より一層のご注意をいただき遺漏なきようよろしくお願いします。 

自主点検にあたっては、非常災害対策計画は、実際に災害が起こった際に実効性のある

ものとすることが重要であることから、厚生労働省通知を参考のうえ、各施設等の状況や地

域の実情を踏まえた内容となっているかを改めてご確認いただくようお願いします。 

また、厚生労働省通知に記載しているとおり、非常災害対策計画の策定状況や避難訓

練の実施状況については、厚生労働省通知（別紙）の「調査項目案（予定）」の「３ 対象施

設」に対しては年末時点の状況を調査する予定ですので、ご承知おきください。 

 

担 当：岡山市保健福祉局事業者指導課 

電 話：086-212-1013（通所事業者係） 

     086-212-1014（施設係） 

 

記 

 

○厚生労働省通知：「介護保険施設等における利用者の安全確保及び非常災害時の体

制整備の強化・徹底について」（平成28年９月９日老総発0909第１号、老高発0909第

１号、老振発0909第１号、老老発0909第１号） 

【岡山市事業者指導課トップページ →お知らせ→H28.9.2 非常災害対策等について】 

  ※岡山市防災マニュアル【詳細版第3版】（平成28年7月作成）もあわせてご参照ください。

URL:http://www.city.okayama.jp/soumu/bousai/bousai_00179.html 

http://www.city.okayama.jp/soumu/bousai/bousai_00179.html


〇主な具体的確認項目チェック表（岡山市作成）
☑

　１，水害 ・土砂災害 を含む非常災害対策計画が策定されているか。 □

　２，非常災害対策計画に以下の項目が含まれているか □

①介護保険施設等の立地条件（地形等）の検証 □

　具体的にどういった災害の危険性が高いかを見極めて、より具体的で実効性のある、的確な対策
を策定するために、各施設等の地形的特徴（急傾斜地が近くにある、低地にある、地盤が弱い地域
にある等）を検証すること。

②災害に関する情報の入手方法　（「避難準備情報」等の入手方法の確認　等） □

　テレビ、ラジオの他、利用者の安全を確保するために必要な情報の入手手段を、停電等の場合も
含め確保すること。「避難準備情報」、「避難勧告」等の情報については岡山市緊急速報（エリア）
メール、おかやま防災ポータル（http://www.bousai.pref.okayama.jp/bousai/）、緊急告知ラジオ（市
から貸出）などにより入手。【参照：岡山市防災マニュアル（第３版）】

③災害時の連絡先及び通信手段の確認　（自治体、家族、職員 等） □

　停電時には使用できない電話もあるなど、停電時も含め、連絡方法や連絡網を記載すること。

④避難を開始する時期、判断基準　（「避難準備情報発令」時　等） □

　近年、「想定外」の大規模な災害が発生することも多いことから、過去の経験のみに頼ることなく、
利用者の安全を確保するために必要な対応を最優先に検討し、早め早めの対応を講じることがで
きるよう計画を作成すること。　【参照：別添２「今後の水害等に備えた警戒避難体制の確保につい
て（周知依頼）」】

⑤避難場所　（市町村が指定する避難場所、施設内の安全なスペース　等） □

　市が指定する近隣の避難場所を記載すると共に、施設外への立ち退き避難が危険であり施設内
での避難を行う場合など、状況ごとに避難場所を想定すること。

□

　利用者の安全を確保するために必要な検証（所要時間、車いすが通れるか、冠水しないか等）を
行った上での避難経路を設定すること。

□

　利用者等の身体状況の違い（車いす、寝たきり等）も加味しそれぞれに合った適切な避難方法の
設定をすること。

□

利用者の安全の確保が行える、より具体的で実効性のある体制整備を行うこと。

□

市との情報共有、地域の関係者（町内会、消防団、近隣施設、運営推進会議等）との連携及び協
力を行うこと。

□

□

実施（予定）時期　【 平成　　　　年　　　　月　　　　日 】

□また、水害・土砂災害の場合を含む避難訓練が実施されていない場合、実施予定時期はいつか。

訓練の実施にあたっては、その結果を検証し非常災害対策計画の見直しを行うこと。
夜間を想定した訓練も行うなど、混乱が予想される状況にも対応できるよう訓練を実施すること。

項目

　３，非常災害対策計画の内容の職員間での周知及び共有はなされているか。

　４，非常災害対策計画の事業所内への掲示はなされているか。

　５，水害・土砂災害の場合を含む避難訓練が実施されたか。

　「非常災害対策計画」の内容に、必要な項目が盛り込まれているかを確認する。
　項目については、混乱が予想される状況下においても、入所者等の安全を確保するための行動が迅
速にできるよう、より具体的で実効性のあるものとすること。

⑥避難経路　（避難場所までのルート（複数） 、所要時間　等）

⑦避難方法　（利用者ごとの避難方法（車いす、徒歩等）　等）

⑧災害時の人員体制 、指揮系統（災害時の参集方法、役割分担、避難に必要な職員数　等）

⑨関係機関との連携体制

　ここでいう「非常災害対策計画」とは、消防法施行規則第３条に規定する消防計画（これに準ずる計画
を含む）及び水害・土砂災害、地震等の各種災害に対処するための計画をいう。
　実際に災害が起こった際にも入所者等の安全が確保できるよう、あらかじめ実効性のある計画を作成
すること。

　策定された非常災害対策計画は、一部の職員だけでなく、全ての職員が共有し、だれでも適切な対
応がとれる実効性のある体制づくりを行うこと。

　策定された非常災害対策計画は、一過性の周知だけではなく、常に見やすい場所に掲示して、周知
徹底が図られることにより、実効性のあるものとすること。
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申請・届出関係（共通）

防災情報 休日・夜間診療 音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更 文字サイズ文字サイズ文字サイズ文字サイズ文字サイズ 標準 拡大

検索検索検索検索検索

事業者指導課

Foreign LanguagesForeign LanguagesForeign LanguagesForeign LanguagesForeign LanguagesForeign LanguagesForeign LanguagesForeign LanguagesForeign Languages

ホーム 各課の窓口

各係の直通電話番号はこちら

お知らせ

新型コロナウイルスに関して

介護保険事業所　トップペー

ジ

お知らせ

申請・届出関係（共通）

申請・届出関係（訪問系

サービス）

申請・届出関係（通所系

サービス）

申請・届出関係（入所系

サービス）

申請・届出関係（居宅介護

支援）

総合事業

集団指導

実地指導

指定基準・介護報酬改定

その他

障害者・障害児の事業所　

トップページ

介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加算の「計画書」について

 [2020年7月21日 ]

介護職員処遇改善加算及び介護職員等特定処遇改善加算の「実績報告書」につ

いて  [2020年7月22日 ]

介護施設・事業所における業務継続計画（BCP)ガイドラインについて

 [2021年3月3日 ]

「科学的介護情報システム（LIFE）」の活用等について  [2021年2月26日 ]

共生型サービスの指定申請について  [2018年4月6日 ]

介護サービス事業者の業務管理体制整備に関する届出について

 [2015年2月12日 ]

介護保険事業者・事故報告書について  [2012年5月14日 ]

ホーム くらしの情報 観光・イベン

ト

事業者情報 市政情報
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事業者指導課ホームページに業務継続計画ガイドライン、
様式集、ひな形を掲載しています。



[2021年3月11日 ] ID:28375 ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

介護施設・事業所における業務継続計画（BCP)ガイドラインにつ

いて

介護サービスは、利用者の方々やその家族の生活に欠かせないものであり、感染症や自然災

害が発生した場合であっても、必要なサービスの継続的な提供や一時中断した場合であって

も早期の業務再開を図るための業務継続計画(BCP)の策定が重要です。

今般、厚生労働省が業務継続計画(BCP)の策定を支援するため、介護施設・事業所における

業務継続ガイドライン等をとりまとめましたので、お知らせします。

【掲載場所】

ht tps: / /www.mhlw.go. jp/st f /se isakuni tsu i te/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/ta isakumatome_13635.html
別ウィンドウで開く

(外部リンク)

新型コロナウイルス感染症発生時の業務継続ガイドライン

厚生労働省通知　介護施設・事業所における業務継続ガイドライン等について  (PDF

形式、569.54KB)

介護施設・事業所における業務継続ガイドライン（新型コロナ）P1-P7 (PDF形式、

2.40MB)

介護施設・事業所における業務継続ガイドライン（新型コロナ）P8-18 (PDF形式、

3.05MB)

介護施設・事業所における業務継続ガイドライン（新型コロナ）P19-31 (PDF形

式、3.42MB)

（別添）新型コロナウイルス感染症発生時の業務継続ガイドライン（様式ツール

集）  (エクセル形式、41.23KB)

（入所）新型コロナウイルス感染症BCPひな形  (ワード形式、110.00KB)

（通所）新型コロナウイルス感染症BCPひな形  (ワード形式、113.50KB)

（訪問）新型コロナウイルス感染症BCPひな形  (ワード形式、106.00KB)

申請・届出関連

防災情報 休日・夜間診療 音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更音声読み上げ・ふりがな・色変更 文字サイズ文字サイズ文字サイズ文字サイズ文字サイズ 標準 拡大

検索検索検索検索検索

介護施設・事業所における業務継続計画（BCP)ガイドライ

ンについて

Foreign LanguagesForeign LanguagesForeign LanguagesForeign LanguagesForeign LanguagesForeign LanguagesForeign LanguagesForeign LanguagesForeign Languages

ホーム 事業者情報 事業を営んでいる方 介護・障害事業者 申請・届出関連

介護施設・事業所に

おける業務継続計画

（BCP)ガイドライ

ンについて

介護職員処遇改善加

算及び介護職員等特

定処遇改善加算の

「実績報告書」につ

いて

特定事業所集中減算

の取扱いについて

モニタリングに係る

「特段の事情」の取

扱いについて

訪問系サービス事業

所の指定・更新申請

について

通所系サービス事業

所の指定・更新申請

について

訪問系サービス事業

所の体制届について

訪問系サービス事業

所の変更届について

通所系サービス事業

所の体制届について

通所系サービス事業

所の変更届について

介護職員処遇改善加

算及び介護職員等特

定処遇改善加算の

「計画書」について

入所系サービス事業

所の変更届出（変更

許可申請）について

ホーム くらしの情報 観光・イベン

ト

事業者情報 市政情報



 

岡山市介護プロフェッショナルキャリア段位制度評価者講習支援補助金について【募集要領】 

 

１ 事業の概要 

 介護人材のレベルアップや定着を図り，岡山市内に所在する介護サービスを提供する事業所

又は施設（以下「事業所」という。）における実践的なキャリアアップの仕組みの構築を支援

するため，予算の範囲内において，岡山市介護プロフェッショナルキャリア段位制度評価者講

習支援補助金（以下「補助金」という。）を，下記に掲げる事業所の運営者（以下「運営者」

という。）に対して交付する。 

◇補助事業者  ： 処遇改善加算の対象となるサービスを提供する市内の事業所の内，体制

届の提出のあった「事業所」であり，かつ，国，県又は本市以外の団体

から補助金等を得て同様の事業を行うことのできない「事業所」である

こと。 

   ◇補助対象経費： 運営者が事業所の職員にアセッサー講習を受講させるために支出した

アセッサー講習受講料とする。 

※補助金の交付は，１事業所対して１回限りとし，かつ当該交付に係

るアセッサー講習人数は，１人を上限とする。 

 ◇補助金額   ： アセッサー講習受講者（以下「受講者」という。）１人につき 20,000

円を上限に補助する。 

 

２ 補助の条件 

  以下の要件を満たす運営者に対し，負担しているアセッサー講習受講料を補助する。 

（１） 受講者が，申請する介護サービス事業所に，現に勤務していること。 

（２） アセッサー講習の受講料を事業所が全額負担していること。 

（３） 受講者がアセッサー講習を修了後，当該年度の３月３１日までに，１人以上の被評価者 

について，内部評価を開始すること。 

 

３ 補助金の申請方法 

 アセッサー講習の受講を希望する事業所が一般社団法人シルバーサービス振興会（以下「振

興会」という。）へ電子メールなどで申し込みを行い，講習の受講後，「岡山市介護プロフェッ

ショナルキャリア段位制度評価者講習支援補助金交付申請書」（様式第１号）及び「岡山市介

護プロフェッショナルキャリア段位制度評価者講習支援補助金実績報告書」（様式第１号－

２）に必要事項を記入の上，必要な添付書類及び様式を添えて，岡山市事業者指導課へ持参又

は郵送にて申請する。申請人は，運営者とする。 

 

（郵送先）  岡山市保健福祉局高齢福祉部事業者指導課通所事業者係  

〒700-0913  岡山市北区大供三丁目１番１８号 ＫＳＢ会館４階 

TEL：０８６－２１２－１０１３ FAX：０８６－２２１－３０１０  

 

（申請期限）  令和３年３月１０日（水）（必着） 

 

４ 補助金交付までの流れ（再掲） 

（１）アセッサー講習申し込み（受講者→振興会） 

   受講を希望する事業所が，振興会の介護キャリア段位制度ホームページからアセッサー講 

習を申し込む。【申込書の送付（送信）・受講料の支払等】 

（講習申込受付：令和２年１０月２３日～１１月２６日） 
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（２）アセッサー講習の受講・完了 

   カリキュラムに沿ってアセッサー講習を受講。受講料の領収書の確保。修了証の交付を受 

ける。 

 

（３）補助金の申請（運営者→岡山市） ※前項３のとおり 

 

（４）補助金の交付決定及び確定の通知（岡山市→運営者） 

岡山市から運営者に補助金交付予定額等を通知する。 

「岡山市介護プロフェッショナルキャリア段位制度評価者講習支援補助金交付決定及び確 

定通知書」（様式第３号）を運営者に送付。 

 

（５）補助金の交付請求書を提出（運営者→岡山市） 

交付決定及び確定通知書を受理後、「岡山市介護プロフェッショナルキャリア段位制度評価

者講習支援補助金交付請求書」（様式第４号）を事業者指導課に速やかに提出。 

 

（６）補助金の振込（岡山市→運営者） 

予算の範囲内において，補助条件を満たしていると認められる運営者に対して，指定する

口座に補助金を振り込む。 

 

（７）内部評価開始届（受講者→振興会） 

アセッサー講習を修了（合格）後，当該年度の３月３１日までに，被評価者の選定･被評

価者への説明･スケジュール調整･目標設定等を行い，振興会へ内部評価開始の届出を行う。 

※振興会から内部評価開始届出受理の連絡メールが届いたら、事業者指導課に速やかに提

出すること。 

 

５ 注意事項 

（１）岡山県からの要請により，補助対象となったアセッサー受講者の氏名を同県へ提示するこ

とがある。 

 

（２）補助金の交付後，虚偽の申請・報告等，不正な手続き等により補助金を受領した場合に

は，「岡山市補助金等交付規則」に基づき，同規則に規定の利息を付して，当該補助金の全

額の返還を当該運営者に求める。 
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※アセッサー講習は厚生労働省所管「地域医療介護総合確保基金」の対象事業です。

介護プロフェッショナルキャリア段位制度

【申込受付期間】10/2３(金) ～ 11/2６(木)

【講習受講期間】12月中旬 ～ 令和3年２月中旬

★インターネットへ接続可能なパソコン環境等があれば、ご自宅・事業所など場所を問わず、

全国どこからでも受講いただけます。これまでご参加を断念されていた方も、この機会に
是非お申込ください。

令和2年度アセッサー講習受講者募集のご案内

お申込方法は裏面を
ご覧ください

ア セ ッ サ ー 講 習 概 要

・大夛賀 政昭氏（国立保健医療科学院主任研究官）

・田中 彰子氏（横浜創英大学看護学部教授）

・田中 雅子氏（日本介護福祉士会元名誉会長）

・筒井 孝子氏（兵庫県立大学大学院教授）

・中村 裕子氏（日本ヒューマンヘルスケア研究所所長
前聖隷クリストファー大学大学院教授）

■本講習は、介護職員に対して客観的に介護の実践スキルの評価・OJTを行う介護プロ
フェッショナルキャリア段位制度の「アセッサー」を養成する講習です。講習では評
価方法やOJTツールとしての介護キャリア段位制度の活用方法について学びます。

■アセッサーは、介護業務の現場において、国で定めた全国共通の介護技術評価基準に
基づき、職員の介護技術の評価・ＯＪＴを通じて人材育成を行う役割を担います。

■アセッサーの「他者の介護行為を評価するスキル」が、外国人技能実習制度における
介護技能実習評価試験に活用されており、アセッサー講習を受講修了することが、介
護技能実習評価試験の試験評価者養成講習の受講要件となっています。技能実習制度
は、技能実習生の母国への“技能移転”が目的であり、アセッサーは、グローバル化
する世界の中で、日本の介護を理解し、実践でき、また、他者の介護を評価できる
人材として、期待されています。

講習内容 講師陣
（１）テキストによる自主学習
（２）オンライン学習
＜主なカリキュラム（予定）＞
・介護キャリア段位制度の理解
・アセッサーの役割
・評価法方法の理解
・ＯＪＴの推進

（３）トライアル評価による学習

・事業所内で行う介護技術評価

（４）確認テスト

これまで2万人を超える方々に受講いただきましたアセッサー
講習について、ＯＪＴを通じた人材育成のための学習機会を損なう
ことのないよう、新型コロナウイルス感染症下における講習の在り
方について検討して参りました。
その結果、令和２年度アセッサー講習は集合講習も含めすべてを『オンライン』
による講習に切替え、受講生の方々の安全確保を図り実施することと致しました。
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アセッサーはただ評価する立場ではな

く、人材育成の中心となり、今後の介

護現場の成長を支えていくＯＪＴ指導

を行う役割を担っているのだと思いま

した。

ｅラーニング、トライアル評価、集合

講習を通して、しっかり学べる機会と

なりました。介護職としての専門性と

役割が明確になりました。

講習受講者の声

アセッサーは２５，０００人超、全国で展開中！！

約５，０００名の介護職員の方の評価（OJT）を実施中！

◇組織のキャリアパス導入に活用できました！
客観的な評価の仕組みを取り入れたため、職員のやりがいやモチベーションのアップにつながりました。

キャリアパス制度の導入で職員の定着率向上につながりました。

（訪問介護事業所 所長）

◇ＯＪＴを仕組みとしてビルトインできました！
キャリア段位制度の枠組みを用いて、事業所にＯＪＴの仕組みを取り込むことができました。

（通所介護 法人代表者）

◇事業所の人材マネジメントに役立ちました！
評価を通じてアセッサーと職員とのコミュニケーションが図られ、職員の良い点・可能性を発見する機
会になりました。アセッサーの意識向上とともに、介護職員を指導できるスタッフとして育成されています。

（介護老人保健施設 老健部長）

◇チームケアが推進できています！
共通指標を用いることで、チームケアが推進できています。

複数人のアセッサーで取り組むことで、事業所内の風通しが良くなりました。

（介護老人福祉施設 施設長）

施設・事業所の法人代表者・管理者からの反響

98％
OJTツールとして

活用できる

９６％の受講者が、講習は現
場で指導を行っていく上で
「有意義」と回答。

９８％の受講者が、介護キャ
リア段位制度が、介護職員の
資質向上のためのOJTツー
ルとして活用できると回答。

9６％
講習は有意義だった

講習受講者アンケート

介護プロフェッショナルキャリア段位制度

〇介護キャリア段位制度は、介護現場で実践スキルを評価し、その評価結果に基づい
てレベルに応じた認定（レベル認定）を行う制度であり、実践スキルを客観的に評
価する方を「アセッサー」として登録しています。

○基本介護技術をはじめ、感染症対策、地域包括ケアシステムへの取組など、介護
職員の現場スキルを確実に「できる」ようにするための人材育成のプログラムです。

介護キャリア段位制度ホームページ
よりお申し込みください。

お申し込み方法

介護キャリア段位

http://careprofessional.org

検索

講 習 費 用

23,230円（税込）

内訳） 受講料 20,350円
講習指定ﾃｷｽﾄ代 2,750円
払込取扱手数料 130円

お問い合わせ先：一般社団法人シルバーサービス振興会 キャリア段位事業部
TEL：03-5402-4882
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